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技術検証チームについて
• 海賊版対策実務者意見交換会より派生、2022年3月より活動

• 通信業界のエンジニア出身５名＋弁護団より弁護士２名

石田 慶樹 さん（日本ネットワークイネイブラー株式会社）

高見澤 信弘 さん（株式会社Ｊストリーム）

宮内 秀輔 さん（ヤフー株式会社）

山下健一（さくらインターネット株式会社）

岡田 雅之 教授（長崎県立大学）

平井佑希弁護士（桜坂法律事務所）

丸田 憲和 弁護士（ライツ法律特許事務所）

• マンガ海賊版サイトの外形的調査
（HTML読解, ウェブサーバーの応答確認, 画像ファイルの類似性調査、IP・ドメインの管理者情報調査）

• 外形的調査で得た情報との関連情報の探索（いわゆるOSINT）

• マンガ海賊版サイトのインフラ構造分析

• 2022年7月14日 JANOG50「マンガ海賊版サイトの技術要素と対策法」にて概要発表
https://www.janog.gr.jp/meeting/janog50/manga/
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マンガ海賊版サイトの様態を見て思う問題

これは、インターネット資源（名前資源、番号資源）の悪用である。
資源管理者による対応、資源管理のルールによる対応が必要でないか。

• 協力するエンジニアが、「通信業界の中の人」である点が非常に強力。
エンジニアリングの知識が役に立つ、でも、それだけでない知識も不可欠な形で役に
立っているように思われる。

• 現役業界人の知識が、相当程度、役に立っているように思われる。

活動についての感想（山下の場合）

• 「著作権・知的財産権の侵害」にとどまらない、局所的な問題ではない。
フィッシング詐欺、スパミング、マルウェアホスティング、それらへのインターネット
資源提供と問題の本質は同じ。

• 相互信頼前提のインターネットの特性を悪用されている。

• インターネットは自律・分散・協調が原則。
そしてインターネット資源は国家が統制管理するものでもない。

• 資源管理者（民間通信事業者）の自主努力が求められる。
いたずらに司法など外部に判断を求めるのは違うのではないか。



Japan IGFに寄せて・問題解決の方向性
• （業務上の個人的な体験として）外の人との打合せは、「やたらと剣呑で辛い」。
「事業者のabuse窓口と、そのabuse窓口に対応要請したい人」とに、かなり距離がある。
この距離を縮める必要がある。「お互いに」だと思う。

• 通信事業者は、インフラを有し、インターネット資源を管理している、
インターネットの技術的仕組みと構造、発展の経緯、必要な知識を持っている、
ルール形成のコミュニティにも接続してる。

• 求められればこのフィールドに権利者（問題を訴える人）をお招きして、メッセージを
発信していただく機会を作り、共同検討する、そのようにして、問題解決をご支援する
べきでないか

通信事業者やインターネットコミュニティの中の人は権利者ではないから、
自身が問題解決を主導することはできない。
しかし問題解決は、通信事業者やコミュニティの支援なしでも、できない。


